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きたか一､た.内部腫癖は Tl戯調像で 巨等度､T2強調

では内部腰痛の性状を正確に把握 しづらかったが,脂肪

組織をこ富むものではないかと推測 し,卵巣類皮喪胞腔と

診断 した. 病理組織診断は MとItLlr(_,L､).hticterこ11川11こ1

であった.

ll)99Tc-MDP 骨 シンチグラフィをこおける腫

慶への集積の検討
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Tc-99m-MDPに代表される骨シンチグラフ 招ま,普

背教腫癌の骨転移検索に対する最も有効な手段である.そ

の-方で,骨シンチにて骨外観織に集積を認めた症例の

報告が多数ある.奪回私達は,1985年から1991年の問

に当科で施行された Tc-99m-湖DP骨シンチグラフィ

にて骨以外の腫癌に集積を認めた10症例をもとに,その

集積機序について検討 し若干の文献的考察を行った.骨

外集積の磯序として,文献約には,組織の石灰化 虚血

性壊死,膿藤の VasculaT汗y等があげられている.今

回の症例中にも,それらが教横の原因であると思われる

ものがあった,また,厳癌径が大きいほど集積 しやすい

憤向があり,過去の報告と-致していた.骨外集積を示

す疾患とその機序について知識を深めることは,骨シン

チ読影 上の誤診を減少させるとともに,集積 した組織の

状態を知る助けとなるやさらに,骨シIjチの新たな価値

を発見する可能性を高めることができる.

12)ステ ロイ ド剤 が奏効 したと思われる悪酬蘭
腺腫の1例
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悪性胸腺腫は遠隔転移がユ-15%と比較的少なく,周

囲-の浸潤,胸瞭播庵がみられる.また放射線感受性が

比較的高く,治療法としては,手術の限治性を問わず手

術+放射線療法が第-選択である.化学療法は遠隔転移

を着する例テ再発例を中心に行われる.

本症例は手術と放射線療法により完全寛解となった後,

肝転移,頚部 リンパ節,胸膜播塵が出現 し化学療法が施

行された,その後の頭蓋内硬膜転移の浮腫改善目的をこ使
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用 したステロイドをこより,魔鼻の縮小がみられた.悪性

胸腺魔のステロイ ド有効例は,今までに文献により報告

されており,その中には手術,放射線療法,化学療法後

の再発において完全寛解がみられたという額蟻 ある虫本

症例に関 しては長期観察はなされていないが,少なくと

もステロイド､投与をこよる経過観察は有済であるといえる.

ステロイド療法は悪性胸腺腫の治療法の一つとして考え

られるべきであろう.

13)左入伸1棚 j動 静附 裏し､､1例
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21才,女性の先天性肋間動静脈療の 息例を報告 した中

主訴は心雑音｡3九月検診かこて心雑音を指摘され,精査

後放置.今回も検診にて心雑音を指摘 され,精査目的に

て当院内科入院.既往歴 や家族歴に特記すべき事なし.

胸部背側第 7肋間胸醒左縁に Levaime Ⅲ/Ⅵ の連続

性雑音を聴取する以外には異常所見は認めず.胸部単純

Ⅹ線で第 9胸椎左縁に厳癖影を認め,CT で第889胸

椎の高さに脊柱管から左肋骨に沿う様に不均-に造影さ

れる腰痛を認め,MRⅠで同塵感は無信号を星 した.血

管造影で胸部大動脈より分岐 し 辛奇静脈 曲奇静脈系を

介して上大静脈 8着房-流入する異常血管を確認.先天

性肋間勤静脈塵と診断 し,切離 した.先天性肋間動静脈

癖について若干の文献的考察を加えて報告 Lた.

14)金属 ステ ン トの胆道系疾患における使用経
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閉塞性蔑痘の減量目的で PTCD あるいは ERBD 等

の emdopms軌esisがなされていたがさ前者は入浴が不

可能であり,後者はチュ-プの閉塞あるいは逸脱などの

問題が生 じていた.この様な問題を解消する目的で最近

では (三.iiultllrCO型金属-/くテントを lMiLTuTelldoprost_IleSis

として臨床応周する施設が増加 している.

今回我々も,平成 3年 5月より8月まで,悪性胆道狭

窄 や閉塞5例 (総胆管癌,肝門部 リソバ節転移,胆嚢癌,


